
　瑞宝双光章を受章された故西嶋健三さんのご遺族
が、追贈叙勲の報告に来庁されました。
　西嶋健三さんは、昭和37年から平成11年までの長き
にわたり小・中学校の教職員として勤務され、町内では
腹赤小学校教頭、長洲小学校校長を務めるなど、学校
運営に尽力されました。
　この受章は、教育現場の第一線で子どもたちの育成
に尽くされた功績が高く評価されたものです。
　報告会では、ご遺族を代表して妻の充子さんが来庁
され、「小中学校教育に全力を注いだことがこうして認
められたのだと、家族一同感謝しております」と、教職
員時代を振り返りながら感謝の思いを述べました。

追贈叙勲を報告された妻の西嶋充子さん（中）

西嶋健三さんの瑞宝双光章の受章を報告
第一線で子どもたちの教育に尽力６
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　坂本裕文さん（向野区）が、全国市町村教育委員会
連合会表彰を受賞されました。
　坂本さんは、長洲町教育長職務代理者として２期８
年、熊本県市町村教育委員会連絡協議会副会長を２年、
玉名荒尾地区教育委員会連絡協議会会長を２期４年と、
長きにわたり本町のみならず県内の教育の振興に尽く
された功績が認められ、この度の受賞となりました。
　受賞にあたり坂本さんは「多くの皆さんに支えられ、
表彰をいただくことができました。大変感謝しておりま
す。今後も教育の発展と子どもたちの健やかな成長の
ために、微力ながら尽力してまいります」と話しました。

長年にわたり教育振興に尽力

表彰を受けられた坂本裕文さん（左）

坂本裕文さんが全国市町村教育委員会連合会表彰を受賞
５
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　清里小学校（今嶋英明校長）は、ジャパン マリンユ
ナイテッド株式会社有明事業所で、完成した船の出発
を見送りました。
　これは、造船業に関心を持ってもらおうと、同社が
町内各小学校の児童を毎年招待しているもので、今年
は清里小学校の３年生17人が造船所を訪問。「がんば
れー！」「いってらっしゃーい！」と完成したばら積み
船の出発を見送りました。
　児童たちは「船が大きくて驚いた。こんなに大きな船
をつくっていてすごいなと思った」「たくさんの荷物を
載せて外国に行くと聞いてビックリした。頑張ってほし
い！」と目を輝かせていました。

完成した船の出発を見送る児童たち

清里小児童が完成船をお見送り
造船業に関心を！５

19

　熊本北部漁業協同組合（上田浩次代表理事組合長）
は、町内の幼稚園・こども園の園児を対象に、潮干狩り
体験を開催しました。
　これは、これからの町の産業を担っていく子どもたち
に漁業について学んでもらおうと、令和元年度以来７年
ぶりの開催となりました。
　この日は、約140人の園児が参加し、砂の中からたく
さんのアサリを掘り出しました。参加した園児からは、
「いっぱいとれた」「家でお母さんに料理してもらう」
といった声が聞こえてきました。

潮干狩り体験を楽しむ園児たち

潮干狩り体験を開催
７年ぶりに海のめぐみを子どもたちへ５
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　熊本ものづくり塾（原嶋友子塾長）は、町、町養魚組合、
熊本北部漁業協同組合と連携し、産業体験ツアーを開催
しました。
　これは、子どもたちに町の地域資源に直接触れてもら
い、魅力を感じてもらうことを目的に毎年開催しているも
のです。
　この日は、町内外から親子22人が参加し、金魚学習や
金魚すくい、はんごう炊き、県産木材を使用したものづく
り、潮干狩りを行いました。
　参加者は「金魚すくいのコツを教えてもらったり、初め
て潮干狩りをしたりしてとても楽しかった。長洲町のこと
がもっと好きになりました！」と笑顔を見せました。

　長洲ファイターズ（富﨑太一監督）は、熊本県総合運
動公園野球場を主会場に開催された第46回熊本県スポー
ツ少年団軟式野球大会に出場し、ベスト16の成績を収め
ました。
　キャプテンの荒西凱竜さんは「ベスト16という結果で
したが、チームが１つになれたように思います。これから
も感謝の気持ちを忘れず、悔いが残らな
いように頑張りますので、応援よろしく
お願いします！」と話しました。
　長洲ファイターズの活躍については、
インスタグラムをご覧ください！

長洲ファイターズの選手たち

長洲ファイターズが健闘！
第46回熊本県スポーツ少年団軟式野球大会６

６

　上沖洲区（山村耕治区長）では、名石神社境内で茅の
輪づくりが行われました。
　当日は朝から地域住民約15人が集まり、無病息災や家
内安全への願いを込めながら、協力して大きな茅の輪を
作り上げました。
　完成後には、朝から降り続いていた雨も上がり、会場に
は晴れやかな雰囲気が広がりました。また、同時開催され
た「幸福マルシェ」も多くの来場者でにぎわい、地域の交
流を深める一日となりました。
　山村区長は「皆さんの協力のおかげで年々区が明るく
なっている。これからももっと賑わいのある活動を行って
いきたい」と笑顔を見せました。

茅の輪が完成し、晴れやかな表情の皆さん

茅ノ輪づくりで厄払いと平穏祈願
上沖洲区　夏越の大祓６
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　令和８年春の叙勲において、町の行政相談委員である
福田了栽さん（宮ノ町区）が瑞宝双光章を受章されました。
　福田さんは、平成17年の４月から21年間にわたり、住
民と行政との橋渡し役として行政相談委員を務められま
した。住民と行政をつなぐ架け橋として行政相談活動へ
尽力されてきたことが高く評価され、このたびの受章とな
りました。
　受章にあたり福田さんは「何も分からないところから
のスタートでしたが、多くの方々に支えていただきながら、
相談者一人ひとりに寄り添い、自分にできることを精一杯
やってきました。これからも、できる限り頑張っていきた
いですね」と笑顔を見せました。

長年にわたり行政相談員として尽力

叙勲を手に笑顔を見せる福田了栽さん（中）

福田了栽さんが瑞宝双光章を受章
６
12

熊本県産の木材を使用したものづくり体験を楽しむ参加者

産業体験ツアーを開催
長洲町の宝発見！６
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